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東京女子医科大学衛生学教室（主任 吉岡博人教授）

  泉      交    雄
  イズミ            フミ         オ

    （受付昭和34年7月1日）

言

 最：近の予防および治療医学の発達は，わが国の

死因別死亡率に著しい変動を与え，ことに，これ

までわが国死亡率の首位を占めていた結核が激減

し，これにかわって，脳卒中による死亡が，昭和

2’to年以後常に首位を占めるにいたった1）。わが国

における脳卒中による死亡は，諸外国のそれと比

較しても，はなはだしく高く2），他の老人性疾患

である癌，動脈硬化性心臓疾患とともに近時種々

の薪究が行われているが，さらに死亡に影響を与

えると思われる社会的要因との関連を明らかにす

ることも，今後，わが国民の健康状態の改善に資

する重要な問題であると老えられる。

 そこで著者は，平均気温，人口の都市集中率，

一一一一i｢帯平均人員，富の分布，工業化指数という自

然および，社会的要因が，脳卒中の死亡率にいか

なる影響を．与えるかを観察しようと試み，若干

の，知見を得たので，ここに報告する。

     第二章 資料及び研究方法

 資料：

  人ロ……・・…・…昭和30年国勢調査報告

r 12，54・一

          （1％抽出推計人口）

脳卒中訂正死亡率……寿命学研究会年報

               （昭32）

平均気温     中央気象台月報（昭31）

預金高  財政金融統計月報64

               （昭31）

工業就業者数 昭和30年国勢調査報告

   研究方法

   我が国において，都道府県別にみた脳卒中死亡率の

  高低に対する気象及び社会的諸要約は種々考えられう

  が，その中で比較的重要と思われる下記の5種を選ん

  だ。

   1「中枢紳経系の血管損傷」（脳卒中）訂正死亡率

   2平均気温二王og（年闘平均気温）

   ・人・の都旗中蝋醗鷺・・，…）

   4一世帯平均人員
   ・冨の分布一C全露都勢預解一）

   ・工業イ三一（一工業就業者数×1．0総就業者数）

   これらの諸要約は，最近の脳卒中の事憶を研究する

  ため，国勢調査の行われた昭和30年度のものを用いた。

   以上の要約中，脳卒中死亡率は，性，年令構成を考

  慮して訂正死亡率を使用した。標準人口は昭和30年

  全国人口を用いた。平均気温に対数を用いたのは，度

  数分布が一方に偏筒しているので，これを正常に近づ

  かしめるためである。

   上記の諸要約と，脳卒中訂正死亡率との関係を部分

  相関法を採用して，その相関係数を算出し，いかなる

  要約が重要な影響を及ぼしているかを検討した。

   部分相関の公式5）はつぎの如くである。

炉1鐸lll：∵悩響∴享謬・

 上の公式において，r12、54・…nという相関係数の2

と3の間の点は，その点以下の度数34・…・・nを一定に

して，その影響をのぞくことを意昧している。他の例

もみなこれに準ずる。

零次の相関係数はつぎの公式4）によった。

      敬・一下到

Fumio IZUMI （Departrnent of Hygiene， Tokyo Women’s Medical College） ； Studies on the factors

influencing the death－rate of apoplexia in Japan from the standpoint of public health statistics．

                    一 829 一
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  上の公式において，r．二は二つの変数XYの間の相

 関係数で，Sx Syはそれぞれの標準偏差， x yはXY

 におけるそれぞれの平均からの偏差で，Nは観察数で

 ある。相関係数rが有意であるか，有意でないかはそ

 の標準誤差の2倍以上ならば有意であり，それ以下な

 らば有意でないとした。その公式は，

  零次  S．E。、2一一｝一
            VN－1

  高次    S．E．r 12，54＿＿n＝＿．＿um1＿＿＿

               VN一（1十K）
  上の公式中S．E．r12 S．E．r12，54……nは標準誤差で，

 Nは測定数，Kは影響を除外した要素の数である。

    第三章 硯究の結果及び考察

   第一節 平均気温と脳卒中訂正死亡率

 気象的要約には種々あるが，平：均気温を気象要

約の代表として検討してみることにする。脳卒中

の季節的変動，或は，気温との関係については諸

家5）6）の研究があるが，いずれも塞冷の季節，寒

冷な地方に多発するといっている。よって平均気

温と脳卒中訂正死亡率との零次の相関をみると，

    ri L） ＝ 一 O． 561 ± O． 149

で，有意の逆相関である。つぎに他の諸要約を順

次に一定にしてみると，

    ri o．・， ＝ 一 O． 541 ± O． 151

    r12．4 ＝ 一〇．475土O．151

    ri 2－s ＝ 一 O． 530 ± O． 151

    ri 2・， ＝ 一 O． 510 ± O． 151

すべて有意の逆相関をしめす。そこで他の諸要約

を全部同時に一定にして，その影響をのぞいてみ

ると，

  ri L，・34s， ＝ 一 O． 491 ± O． 156

でやはり有意の逆相関である。すなわち，平均気

温の低いほど脳卒中死亡率は高く，平均気温．とい

う純気象学的要素が脳卒中死亡率に重要な影響を

与えるものということができる。しかるに，北海

道のごとき塞冷の地方に，比較的脳卒中死亡率の

低いのはいかなる理由であろうか。それには暖房

設備の良否が影響しているようである。佐々木7）

も東北地方の血圧の高い村と，低い村との聞に冬

の室内温度を支配する「ストーブ」の設備状況が

全く相違し，血圧の低い村はすでに大部分10年

以上も経過しているのに反し，血圧の高い村は大

部分「いろり」の生活か，「ストーブ」をつけて

もごく最近であるといっている。今後，脳卒中と

気温，ことに冬の暖房法については，深く老えな

ければならないことであろう。

   第二節 人口の都市集中率と脳卒中訂正

       死亡率

 脳卒中による死亡の状況を訂正死亡率によっ

て，都鄙別，年代別に観察した吉岡，諸岡8）らの

論文によれば，明治末年から昭和10年まで都市

は農村より常に高位であるが，その死亡曲線の聞

隔は次第に狭くなる傾向にあることを指摘してい

る。それ以後については，金の研究9）から都鄙別

の一例として，東京を中心とする5県について，脳

卒中訂正死亡率が明治32年から昭和10年までは

常に東京が高率をしめしているが，昭和22年以

後になると，東京と各県との死亡率は全く逆転し

て，東京が低率となっている。・すなわち，脳卒中

の死亡は戦前までは都会に多く，戦後は逆に農村

に多くなっていることがわかる。

 今脳卒中訂正死亡率と，人口の都市集中率との

零次の相関をみると，

     ri 3 ＝ 一 O． 187 ±O． 149

で，逆相関ではあるが有意ではない。つぎに他の

諸要約を順次｝C一一一・定にしてみれば，

    ri 3・，， ＝ 一 O． 066 ± O． 151

    ri3・4 ＝ 一 O． 127 ± O． 151

    ri ：i・s ：：＝ 十 O． 086 ± O． 151

    ri3・6 ＝： 十 O． 216 ± O． 151

すべて有意ではない。そこで，これらの諸要約を

すべて，同時に一定にして，その影響をのぞいて

みると，

   ri 3・L，4s， ＝＝ 十 O． 321 ± O． 156

で，低い値ではあるが有意の順相関をしめす。す

なわち，人ロの都市集中率という因子は，表面的

には，脳卒中死亡率に影響を与える因子とはみえ

ないが，実際には多少の影響を与えているものと

いうことができる。

 三次において有意でないようにみえたのは，入

口の都市集中率と一世帯平均人員との相関係数

が，rg4＝一〇．369という有意の逆相関をしめ

し，かつ，後に述べるように，一世帯平均人員は

脳卒中訂正死亡率に対して高い有意の順相関をし

めすので，零次では有意でないようにみえたので

ある。

   第三節 一世帯平均人員と脳卒中訂正

       死亡率

 前節で述べたように，脳卒中による死亡は戦前
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 においては都市に高く，戦後は農村に著しく多く

 なっているが，一世帯平均人員と脳卒中訂正死亡

 率の野次の相関をみると，

      ri ．， ＝＝ 十 O． 726 ± O． 149

 というかなり高い有意の順相関をしめす。つぎに

他の諸要約を順次に一定にしてみると，

      ri4・，・ ＝＝ O．683 ± O． 151

      rl 4．3＝OL 720ニヒ0、ユ51

      ri 4・， ：＝ O． ・689 ± O． 151

      ti ．・， ＝ O． 666 ± O． 151

すべて高い有意の順相関をしめしている。そこで

 これらの諸要約を全部同時に一定にして，その影

響をのぞいてみると，

   ri 4・ zz r， ， ＝ ＋ O． 676 ± O． 156

 やはり相当に高い有意の順相関をしめしている。

すなわち，世帯平均人員の多い地方ほど脳卒中死

亡率は高いということができる。一世帯平均入員

は東北地方ほど大となっているので，脳卒中死亡

率が東北農村地方に大であるという諸家9）’10）の研

究に一一致する。

 これを要するに，一世帯平均入員という要因そ

れ自身，脳卒中死亡率に影響を及ぼす重要な因子

であるといいうる。

   第四節 富の分布と脳卒中訂正死亡率

 富と脳卒中については，あまり文献に明かでな

いが，金持の多いユダヤ人に高血圧が多いという

人もある11）。富の分布と脳卒中訂正死亡率の零次

の相関をみると，

     ri sn ＝HO・ 316±O． 149

有意の逆相関である。つぎに他の諸要約を順次に

一定にしてみると，

    ri r，一s ＝ 一 O一 239 ± O． 151

     rエ5。3 ：＝ 一〇．272＝ヒ0．ユ51

    risny．L ＝ 十 O．039 ± O． 151

    ris・，， ＝＝ ＋ O． 081 ± O， 15記

すべて有意ではない。そこでこれらの諸要約を全

部同時に一一定にして，その影響をのぞいてみる

と，

   r，、．，、。，＝＋G．134・±・O．ユ56

順相関ではあるが有意ではない。すなわち，富の

分布という要約は，脳卒中死亡率に対して影響を

与える重要な因子ではないということができる。

三次において有意であるようにみえたのは，一世

帯平均人員と，富の分布の相関がr45＝一〇．468

 という有意の逆相関をしめし，しかも，前述のよ

 うに一世帯平均人員は脳卒中死亡率に対して重要

 な因子であるので，：有意にみえたのである。

    第五節 工業化指数と脳卒中訂正死亡率

  最近における鳳町は高度に機械化されているの

 で，これに従事する者の肉体的労働は農村のそれ

 に比してそれほど：大きいとはいえない。しかし，

精密な機械の操作，或は危険な作業に対する精神

 的負担は農村に比すべくもない。したがって，か

かる環境にあっては脳卒中による死亡率は高いの

ではないかと思われるが，職業別よりみた脳卒中

訂正死亡率についての金の研究12）によれば，「農

業，漁業」を最高に以下「採鉱，採石」，「専門的

技術家」，「販売」，「技能工，生産工」，「サービス

業」，「運輸」，「管理的」の順に低率となっており，

工業従事者は農業，漁業従事者に比してはるかに

低い。そこで一Z業化指数と脳卒中訂正死亡率の零

次の相関をみると，

      ri ，， ＝ 一 O． 398 ± O． 14g

で有意の逆相関であり，工業化指数の多いほど脳

卒中死亡率は低いということになる。よって，他

の諸要約を順次に一定にしてみると

     rrt n・L・ ＝ mu O． 302 ± O． 151
     i16．U
     ri c，一，， ＝＝ 一 O． 410 ± O． 151

     ri ，，・．L ：：＝ 一 O． 097 ± O． 151

     r16．5 ＝ 一〇．267＝ヒ0．151

 入口の都市集中率を一一一一定にしたもののみが有意

の逆相関をしめす。つぎにこれらの諸要約を全部

同時に一定にしてその影響をのぞいてみると，

   r16．2345＝：：一〇．301土0．156

で逆相関ではあるが有意ではない。零次において

有意であるようにみえたのは，一世帯平均人員と

工業化指数との相関が，r46＝一〇．467で有意の

逆相関をしめし，しかも，一世帯平均人員と脳卒

巾訂正印．亡率は有意の順相関をしめすため，その

影響を受けたからである。これを要するに，工業

化指数は脳卒中訂正死亡率に対して，大なる影響

を与える因子・ではないといいうる。

      第四章 総括及び結論

 脳卒中訂正死亡率に及ぼす自然及び社会的諸要

約の影響について，昭和30年度における都道府

県別にみた脳卒中訂正死亡率の大小と，平均気

温人口の都市集中率，一世帯平均人員，富の分

布，工業化指数の五種の要約との部分相関を検討

一831一
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したのであるが，その結果を総括すればっぎのご

とくである。

 （1） 平均気温 平均気温と脳卒中訂正死亡率

との相関をみれば，零次においては，

     ri 2 ＝ 一 O． 561 ± O． 149

有意の逆相関である。つぎに諸要約を全部同時に

一定にしてその影響をのぞいてみると，

   ri 2・34s， ＝ 一 O． 491 ± O． 156

やはり有意の逆相関である。すなわち，平均気温

の低いほど脳卒中訂正死亡率は高いということが

わかる。

 （∬） 人山の都市集中率 人口の都市集中率と

脳卒中訂正死亡率の相関は，零次においては

     ri， ＝ 一 O． 187 ±O． 149

で有意ではない。そこで，諸要約を全部同時に一

定にして，その影響をのぞいてみると，

   ri3・24s． c， ＝ 十 O． 39．1 ± O． 156

有意の順相関である。すなわち，人口の都市集中

率という因子は，表面的には，脳卒中訂正死亡率

に影響を与える因子とはみえないが，実際におい

ては，影響を及ぼしているといいうる。

 （皿） 一世帯平均人員 一世帯平均入曽と脳卒

中訂正死亡率の零次の相関をみれば，

     ri4 ＝ 十 e． 726 ± O． 149

でかなり高い有意の順相関をしめす。そこで，諸

要約を全部同時に一定にして，その影響をのぞい

てみると，

   r14，2356＝ 十〇。676＝ヒ0．156

やはり高い有意の順相関をしめす。すなわち，一

世帯平均人員は脳卒中訂正死亡率に影響を及ぼす

重要な因子であるといいうる。

 （IV） 富の分布 富の分布と脳卒中訂正死亡率

との零次の相関をみれば，

     ris ＝ 一 O． 316 ± O． 149

有意の逆相関をしめす。そこで，諸要約を全部同

時に一定にして，その影響をのぞいてみると，

   ris・ee4， ＝ 十 O． 134 ± O． 156

順相関ではあるが有意ではない。すなわち，表面

的には，影響を及ぼすようにみえる富の分布は，

実際においては脳卒中訂正死亡率に対して影響を

及ぼす重要な因子ではない。

 （V）工業化指数工業化指数と脳卒申訂正死

亡率の相関をみると，零次では，

     ri， ＝ 一 e． 398 ± O． 149

で有意の逆相関をしめす。そこで，諸要約を全部

同時に一定にして，その影響をのぞいてみると，

   ri 6・s，34s ＝ 一 O． 301 ± O． 156

逆相関ではあるが有意ではない。すなわち，工業

化指数は脳卒中訂正死亡率に対して，影響を与え

る重要な因子ではない。

 以上の所見により，脳卒中訂正死亡率に対して

は，平均気温と，一一一“L世帯平均人員が強く影響して

おり，また，零次の相関では有意でないようにみ

えた都市集中率も，実際においては影響を与える

因子であるといいうる。しかし零次において富の

分布，工業化指数という社会的因子は脳卒中に影

響を与える因子であるかのようにみえたが，それ

は他の諸要約の介在による二次的な関係で，実際

には影響を与える因子ではない。これを要する

に，脳卒中死亡率は気温が低く，しかも，人間の

密集するところに高いということがわかる。

 稿を終るに臨み，終始ご懇切なるご指濤，ご校閲を

賜った吉岡博人教授に謹んで謝意を表する。
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